


しなかった。
・車両はコーンの汚れが付着した程度で多分問題はない。夜で確認し辛く、会社の車になるため、
補償の有無は確認し連絡する。

（ ）
・ 。
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☆原因
現地は、リフレッシュ工事における走行車線規制が設置されていた状況であり、ペースカー運転手による漫然
運転が原因の可能性がある。また、運転手及び助手の乗務員も、ラバーコーンを跳ね上げた事に関しては認
識していたが、後方相手一般車両に当たったという認識がなく、そのまま業務を続行してしまった。後方から相
手車両が追走（煽る）してくる事も把握していたが、リフレッシュ工事期間によくある事象と捉えていた認識の甘
さもあった。 平成２８年３月２６日（土）にリフレッシュ工事説明会及び、安全訓練を実施済。

☆作業員の勤務状況・運転ローテーション
●ペースカー運転手（助手）の勤務状況
当該ペースカーの運転手及び、助手の勤務体系は、１７時～翌朝５時までの１２時間勤務シフトになってい
る。２４時間の体制で、１２時間交代の運用を行っていた。
●ペースカー運転手（助手）の運転ローテーションの状況
当該車両に関しては、伊勢湾岸自動車道みえ川越ＩＣから東名阪自動車道の桑名ＩＣを経由し鈴鹿ＩＣに向か

うコースの往復ルートであった。リフレッシュ工事特有の交通状況（渋滞）にもよるが、夜間の時間帯で約２～３
時間の運行時間になっていた。帰着後は約４０分～１時間の休憩をとり、同ルートの作業を行っていた。
また、休憩方法に関しては、基地内に設置されている休憩室及び、プレハブ内での休憩をとっていた。

☆今後の再発防止対策
●事故直後に、みえ川越基地内において安全指導実施。
●４月８日（金）PM１２：００桑名雪氷基地内において安全指導及び、健康状態の確認。
●２週目のリフレッシュ工事開始前KYミーティングで再度指導を行う。（4月10日PM21：00～各基地）
●規制状況（追越・走行規制、はみ出し規制箇所他）の情報共有の徹底。
●本部・基地連絡員への確実な終了連絡方法の徹底（交通状況・作業状況報告など）
●従事する方の健康状態の確認、リフレッシュ工事特有の交通状況の把握を周知。
●当該ペースカーの運転手の作業員は助手の方へ配置転換。
●今事象のような場合は、極力安全な場所で車両を停車させ通報するように指導。 1
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当該ペースカーの
運行ローテーション
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